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消
防
署
は
火
災
や
救
急
・
救

助
、
そ
の
他
の
災
害
に
迅
速
に
出

場
で
き
る
よ
う
に
、
３
つ
の
中
隊

（
１
隊
13
名
）
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
24
時
間
の
交
代
制
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。

昼
間
は
、
車
両
や
資
器
材
、
消

火
栓
等
の
点
検
や
各
種
訓
練
に
充

て
、
夜
間
に
つ
い
て
は
、
体
力
訓

練
、
消
防
に
つ
い
て
の
教
養
を
深

め
な
が
ら
、
交
代
で
緊
急
事
態
に

備
え
て
い
ま
す
。
次
に
掲
げ
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
緊
急
出
場
が
な

い
場
合
の
一
日
の
大
ま
か
な
流
れ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

８
：
30

大
交
代
・
申
し
送
り

中
隊
の
交
代
時
間
で
す
。
昨
日

か
ら
の
引
継
ぎ
や
本
日
の
予
定
な

ど
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
。

９
：
30

車
両
・
資
器
材
点
検

消
防
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る
消

防
自
動
車
や
各
種
機
材
を
点
検

し
、
緊
急
出
場
に
備
え
ま
す
。

10
：
30
〜
12
：
00

体
力
練
成
・
各
種
訓
練

水
利
調
査
・
立
ち
入
り
検
査

消
防
は
体
が
資
本
の
仕
事
で

す
。
そ
の
た
め
に
体
力
づ
く
り
や

消
防
署
の
構
成

消防署外観車両は出場に備えている

ミーティング機械器具点検救助訓練

消

防

24

時
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各
種
訓
練
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
の
ほ
か
に
消
火
栓
の
動
作

確
認
や
消
防
法
に
基
づ
く
企
業
等

へ
の
立
ち
入
り
検
査
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

12
：
00
〜
13
：
00

昼
食
・
休
憩

13
：
00
〜
14
：
30

各
種
訓
練
・
水
利
調
査

立
ち
入
り
検
査
・
教
養

午
前
中
に
引
き
続
き
の
実
務
で

す
。
消
防
や
救
急
に
は
体
力
だ
け

で
な
く
、
高
度
な
専
門
知
識
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
教
養
を
深
め
る

こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

14
：
30
〜
17
：
30

地
理
調
査
・
車
両
点
検

町
内
の
地
理
調
査
や
パ
ト
ロ
ー

ル
に
出
か
け
ま
す
。
帰
署
後
、
車

両
点
検
を
行
い
ま
す
。

17
：
30
〜
18
：
00

夕
食

18
：
00
〜
22
：
00

体
力
練
成
・

教
養
・
検
討
会
等

各
隊
員
は
夕
食
後
、
そ
れ
ぞ
れ

が
体
力
練
成
や
教
養
な
ど
に
時
間

を
充
て
、
緊
急
の
出
場
に
備
え
て

い
ま
す
。

22
：
00
〜
６
：
30

仮
眠
時
間

13
名
で
構
成
さ
れ
る
中
隊
は
、

２
時
間
交
代
で
指
令
室
勤
務
を
行

い
な
が
ら
、
仮
眠
を
取
り
ま
す
。

６
：
30
〜
８
：
30

起
床
・
署
内

清
掃
・
車
両
点
検
・
大
交
代

署
員
は
起
床
後
、
清
掃
お
よ
び

車
両
点
検
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
に
次
の
勤
務
と
な
る
中

隊
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
町
消
防
署
で
は
、

み
な
さ
ん
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
に
働
い
て
い
ま
す
。

取
材
当
日
も
町
内
で
火
災
が
発
生

し
、
119
番
通
報
を
受
け
た
隊
員
は

現
場
へ
出
動
し
て
い
き
ま
し
た
。

消
防
署
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動

の
ほ
か
、
救
命
活
動
の
啓
発
の
た

め
、
町
民
・
企
業
な
ど
を
対
象
に

し
た
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
特
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
が
進
み

つ
つ
あ
る
た
め
、
止
血
法
な
ど
の

応
急
処
置
の
ほ
か
、
そ
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
の
内
容
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

水利調査（消火栓の確認）

正しい利用が命を救う

ＡＥＤ(自動体外式除細動)を正しく理解しよう
心筋梗

こう

塞
そく

などが起きた場合、放置すると死に至ることもあるため、

その防止策として心肺蘇生法とＡＥＤを用いて除細動(電気ショック)

を行う必要があります。町施設では現在、総合センター、ゆめくるに

配置されています。その使い方は次のとおりです。

AED取扱い手順�AED取扱い手順�
①ＡＥＤを傷病者の横に置く

②ＡＥＤの電源を入れる ③電極パッドを貼る

⑥除細動（電気ショック）不要の
指示が出たら、循環のサインの有
無を確認する

⑤除細動（電気ショック）の
指示が出たら、除細動を行う ④心電図の解析をする

消防署員に聞く
～安心安全な暮らしのために～

伊
奈
町
消
防
署

第
１
中
隊
長

江
川
正
夫
さ
ん

●平成16年７月からＡＥＤの使用が一般の
方に認められましたね。
そうですね。それに伴い、町消防本部で

もＡＥＤの使用方法を取り入れた普通救命

講習会を昨年の６月から実施しています。

本年８月１日現在で553名もの方に受講い

ただきました。このことが大切な命を救う

手助けになればと思っています。

特に心疾患（心筋梗塞や不整脈）により

心臓が止まった傷病者の命を救うには心肺

蘇生のほかに、心臓への除細動（電気

ショック）を行うことがとても重要なこと

です。除細動を行う時間が遅くなるほど、

社会復帰率が低下しますし、昨今の交通事

情によって救急車の到着時間は平均６分以

上かかっていることからも、現場にいる方

にぜひともＡＥＤを活用していただきたい

のです。町内においてもすでに３件の事例

でＡＥＤ活用によって一命を取りとめてい

ます。

消防本部では今後も講習会を開催してい

きますので、お気軽にお問い合わせをいた

だきたいと考えています。

●次に防火に関しての心得を教えてくださ
い。
○防火に関するポイント

火の用心　７つのポイント
１　家のまわりに燃えやすいものを置かな

い

２　寝たばこやたばこの投げ捨てをしない

３　天ぷらを揚げるときは、その場を離れ

ない

４　風の強いときは、たき火をしない

５　子どもには、マッチやライターで遊ば

せない

６　電気器具は正しく使い、たこ足配線は

しない

７　ストーブには、燃えやすいものを近付

けない

●119番通報のかけ方を教えてください。
まずは落ち着くことですね。

１　正確に119番をダイヤルしてください。

２　119番伊奈町消防署では「火事ですか、

救急ですか」と種別、場所を聞きますの

で、場所は住所か目標を教えてくださ

い。

３　その後は、必要なことを問いかけます

ので、落ち着いて答えてください。


